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1. はじめに 

 孔内水平載荷試験は、ボーリング孔を利用して、地盤の水平方向の変形特性を求める試験である。 

多くの場合は、構造物の基礎(主に杭基礎)の設計段階で地盤の変形係数及び水平方向地盤反力係数を求める

ために実施される。 

 

    K:地盤係数(kN/ m3) 
    E:変形係数 [弾性係数] (kN/㎡) 
 

 

 

2. 試験装置の特性 

採用すべき試験装置は、測定しようとする地盤の状況に応じて選択する必要がある。 

表１に(株)応用地質の試験装置について示す。 

 

表 1. 試験装置の適用範囲

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

本稿では、孔内水平載荷試験でエラストメーターを使用する際、準備に手間取ることが多いため、動画に残すこと

にした。 
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